
初日記

2011.08.31

今日が日本での二日目。日本に着いたばかりのときは感激したな。異国に来たんだっていう興奮と、これから始まる１年間の生活に
対する期待と、もっと多くの緊張が。昨日は困ったことがあった。自分のQQが使えなかったんだ。中国で使っていたログインにパ
スワード設定が必要だったからなんだけど、これから１年、家族や友人と連絡を取ることができない。本当に困ったよ。みんな僕か
らの連絡を待っているのに。出発前、ちょっとの間連絡が取れないけれどってはみんなに言ったけど、これじゃあ約束が守れない。
学校のみんなにはここであやまっとくよ！とにかくこれからの１年、がんばって、今度会うときには以前とは違う自分をみせるから
ね！

徐　金鵬さんの日記



初投稿

2011.09.15

やっとパソコンの前に座って、日記を書くことができる。先週は毎日忙しかった。新しい学校に入ったばかりで慣れていないので、毎日緊張しっぱなしだった。それに放課後は
いろいろな部活の体験入部をしていたからね、充実していたよ。

本当に、このたった１週間の間にたくさんのことがあったよ。部屋のこと、学校、友達のことなどなど。寮の規則は厳しいけれど、友達はみんな親切だ。来たばかりの時に僕の
部屋で三学年の交流会があった。先輩は優しくて、わからないことがあると根気よく説明してくれた。まだ日本に来たばかりだから、あまり日本語が聞き取れなくて。わからな
い言葉もたくさんあったよ。

先週は日本での初めての授業。深い印象が残った。ついた初日は試験、二日間あった。国語の試験はさっぱりわからなくて、英語は時間が足りず、社会と歴史は外来語がわから
ず、化学は日本語でどう答えたらいいのかがわからなかった。成績は泣き笑い。それから授業だ。１時限目は体育。はじめは楽しみにしていたけれど、内容を知って驚いた。倒
立、前転、、後転、側転等々。自分の柔軟性のレベルから言えば、これは挑戦だ。自分の番が来て、後戻りはできない。先週とこの二日間の練習で、かなりの進歩があった。動
きはまだぎこちないけれど。でも国語については絶対に触れておかなくては。授業前に、先生の話すスピードはかなりはやいよって、おしえてもらっていたけれど、そんなに気
にしていなかったんだ。ところが先生が話すのをきいて、まいったよ。ヒヤリングの速度より何倍も速い。初めての授業では簡単な語句をいくつかしか聞き取れなかった。でも
この何日かで慣れてきたよ。古文は文法がよくわからない。先週は日記をここに書かなかったけれど、ノートにはいろいろ感じたことを書いてある。１週間だけでもたくさん書
くことがあった。今でも書ききれないほどだ。

でも絶対に忘れられないのは9月9日の夜のこと。ルームメートがすごいサプライズを。バースデーケーキだ。僕の誕生日は10日だけど、本当に嬉しかった。その気持ち、友
情、思いやりを僕は絶対に忘れない。10日当日は、クラスのみんなが集まってバースデーソングを歌ってくれた。ハッピーバースデーの言葉に感激させられたよ。これこそが
心と心の交流なのかな。心と心でつながる、心連心だ。

部屋ではパソコンを使えないので、これは共用のパソコンを使って書いている。これからもいろいろなことや感じたことは後から書き込むよ。
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陸上競技

2011.09.24

一昨日開邦で陸上競技大会が行われた。試合はまるまる一日。僕の学校でも毎年運動会があったけど、それでも、開邦みたいに、全校生徒が一緒になって、まるまる1日使った
運動会は、まだ経験したことがなかった。

大会の前日からみんな一生懸命準備をしていた。大会当日には、みんなすごく真剣に、必死に頑張っていて、ゴールまで絶対に諦めなかった。ゴールした後のみんなの嬉しそう
な顔、転んでもまた立ち上がって走り続ける姿、大きな声援、頑張れと言う声.......

特に印象に残ったのはクラス対抗リレーのとき、クラス間の実力の差が大きいところもあって、アンカーが走り始めたとき、それは決して一人ではなかった。高1のアンカーあ
クラス全員で一緒にゴールし、高2のアンカーは学年全体で走った。そして高3のアンカーは、高3の生徒だけでなく、高1高2の人も一緒に走っていた。あのシーンは本当にいわ
ゆる壮観ってやつだったよ！みんなで一丸となって選手に声援を送っていて、ゴールまで決して諦めなかった。

僕はバレー部のリレーと、クラスのリレーに参加した。クラスのリレーは、中国では一回も参加したことがなかった。大会前日に、練習してて、脚をちょっと怪我してしまった
んだけど、それでもみんなが一人ひとりクラスのために頑張っているのを見て、走ってるときはもうなにも気にし照られなかった。最終的にうちのクラスは団体リレーで1位を
獲得できたよ。みんなすごく嬉しそうだった。

一日を終えてみて、たくさんの感想が残った。まず、脚がめちゃくちゃ痛い。次に、日焼けして黒くなってしまって、場所によってはちょっと痛い。それでも一番重要なのは、
今日一日すごく楽しかったということ。みんなで一緒に努力するという経験は、なかなか得られないものだからね。
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明日の球技大会

2011.10.20

今日はもう20日だ。ここのところちょっと忙しいけれど、充実しているよ。学校の授業もぎっちりだし、放課後は部活と明日のバレーボール大会のための練習があった。それ
に先輩の話では、あと１週間したら、他の学校との試合があるんだとか。緊張する！先輩たちはみんな、すごくつよくて尊敬してしまう。なんだか最近、数学が面白くなってき
たんだ。まだ僕は1年生だけど、数学の先生が、2年生と、大学数学の２次試験の問題集を貸してくれた。これはちょっとクラクラしちゃうけどね。

話を戻すけど、開邦は、本当にいろいろな行事があるよ。来たばかりですぐに野外学習があって、陸上競技、今日は体育でマラソンだ。明日はまた１日がかりの行事がある。３
年生の送別の球技大会だ。タイトルテーマは“激励球技大会”。同級生たちはずいぶん時間をかけて準備をしていたんだ。放課後はみんなで練習をしたり。でも１年生の相手は２
年生や３年生だ。先輩たちはかなりすごいからね、１年生が勝てる可能性は低いなあ。でも、みんなで楽しむことが大事なんだからね。頭の痛いこともあるよ。特に陸上競技の
時みたいに、日焼けはしたくない。もともと色白なのにさ、あんまり黒くなりたくないよ。

それからひとつ、みんなに教えてほしいことがあるんだ。センターへのレポート、どこに書いたらいいのかな。教えてくれないかな。よろしく！
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球技大会

2011.10.22

昨日，一日がかりで“激励球技大会&rdquoが開催。三年生の送别大会だ。朝、１時限だけ授業あり。8：35，みん
なでコートに集合。９コート準備できている。テニスコートのネットの高さを変えたもの。2.15もっとうまくやれ
るけど、今回はお祭りだから、試合は二の次って事でルールもあってないようなかんじ。ちょっとこのあたりが
すっきりしない。オーバーネットもタッチネットもＯＫ、サーブもラインオーバーしても違反にならない。６人
コートで９人出場して、ポジションチェンジもナシ。今回は全校生徒が参加するので、バレーボールができない
人もいるので、このルールもむべなるかな。
  この試合は、１年生の相手は２，３年生。だから試合もたいへんだ。でもこの試合前にみんな、一生懸命練習し
たので午前中の第１試合の後、僕たちのクラスは６ゲーム中２ゲームに勝った。なかなかいい戦績だ。午後に
は、体育館で決勝戦だ。集合の時から、なんかいい試合が始まりそうな予感。予感通り、試合が進むほど、さら
にいい試合に。先輩たちの実力にはビックリだ。２年４組、邸姚涵のクラスだ。男子は少ないけれど、先生も参
加している。でも女子チームと男女混合チームが最後に勝った。アタックもブロックもすばらしい。全く尊敬し
てしまう。
  試合がゲームだけだったら素晴らしさも半減だ。試合前ごとに、みんなで円陣を組んで、気合を入れる。ファイ
ト！気分が盛り上がる。試合が進むと、円陣も大きくなる。最後には百人近くで円陣を訓で気合を入れる。体育
館にいるすべての人が気分が盛り上がっている。試合の時、チアガールも面白かった。これは２年４組が一番。
もちろん試合前のAKBデモンストレーション。それと試合中、応援をしながら跳んだり歌ったり。体育館中大盛
り上がりだ。三年生の試合では。拍手や歓声が響いてくる。体育館中が沸き立っているようだ。試合が終わる
と、みんな抱き合って、歓声を上げたり跳ねたり。勝利をつかみとるのは簡単ではない。泣いていたり、これが
最後の開邦での球技大会、それに勝ったんだ。
  最後の表彰式で。喜びは尽きない。賞状を受け取った後のパフォーマンスにみんなびっくり。AKBそれと僕たち
バレー部の部長のバク転。またみんな大もりあがりだよ。でも一番残念なのは、試合の途中でカメラの電源が切
れてしまったこと。決勝戦以降の表彰式も撮れなかった。午前中に写真を撮りすぎた。
（みんな教えてほしいんだけど、写真ってどうやってアップするの？アップしようとすると、反応しないん
だ。）
 
これは日本語で投稿されたものです
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久しぶりの日記　回想して

2012.03.13

本当に久しぶりの日記だ。まずはさきに「ごめんなさい」。

中間研修から今まで、本当にいろいろなことがあったよ。ひとつひとつ報告していると長くなるので、まずは簡単にまとめて。

ひとつめは期末試験。みんなは期末試験の準備を前からしっかりできていたけれど、僕は帰ってきて翌週すぐに試験だったので、成績とかはここで詳しく書くのは控えるよ。で
も英語と数学はまあ前のほう、そのほかはみんなのための下敷きになったというか。それから、食事に行ったこと。誰との食事会だったか言わないとね。後井先生には感謝して
います。“萌さん”のおかげで、長城会に参加することができたので。これは中国語を勉強するために日本人と中国人がつくっている会で、長城会の先生方は中国語がとてもとて
も、お上手だ。おかげで、たくさんの人と知り合えたんだ。中国人も、日本人もね。なかには僕と同郷の人もいて、遼寧省瀋陽出身の人もいる。とは言っても、20年も前から
来日しているけれど。長城会の毎月1回行われる食事会なんだ。場所は中国飯店。たっぷり食べてきたよ。ハハ。それから三年生の先輩方の卒業式。中国では卒業式に参加した
ことがなかったので、ちょっと興奮してしまった。でも1時間以上も座っていなくちゃいけないので、ちょっとたいへんだったよ。先輩方が卒業証書を受け取って、みんなで歌
って、賞の表彰なんかを行う。そこでやっと休憩だ。これで終わりかと思っていたら、誰も帰る人がいない。“卒業式第二部のスタート！”イベントみたいに、各部活のビデオ
や、先生の話，，，，，笑い声でいっぱいだ。会場を後にして、教室には戻ってこない人たちも。序曲——花道だ。花道っていっても、1，2年生が道の両脇に並んで、3年生の
先輩方を送るんだ。花は紙をきざんで作ったもの。先輩たちがやってくると、紙吹雪が雨のように降ってきた。12クラスの先輩方みんなが通り過ぎた後は、頭にも服にも紙吹

雪がいっぱいくっついてたよ。

（やっとわかった。ネットではなくて、PCのせいで、なぜか2枚までしかアップできないんだ。もう一度やっても、今度は反応がない。ゴメンね）

 

今月の第一日曜日、中国語教室に参加してきた。いっておくけれど、中国語の練習をするためにではないよ。当日は午後2時から4時まで。参加者はあまり多くなく、20人だ
け。たくさんの日本人にあったよ。中国語教室と言っても、自分の日本語の練習にもなったし、いろいろな人とも知り合えて、happyな一日だった。

入試のため学校が5連休の後、一日だけ学校に行ったのが今日だった。また休みだ。今月は、あと二日で、三日休んで二日行くような感じだ。今回の休みは、ずっと部屋にこも
っているようなことはしないで、学校の友達と一緒に遊びに行った。カラオケにもいったよ。一緒に遊びに行って新発見。いつも静かな人が、実はすごくはじける一面も持って
いるってこと....

とりあえず、楽しい2月だった。この半月は楽しかったけれど、これからの半月はどうなるのかな........春休み、1週間.......

徐　金鵬さんの日記





いつの日か

2012.08.26

このサイトを見に来るのも久しぶりなので、なかなかたどりつけなかったよ。先日、先生から電話をもらって、この一年の想い出がたくさん頭をよぎった。思わず感慨にふけち
ゃったよ。あっという間だね。帰ってきてもう１カ月以上がたってしまった。七期生たちも、もう今日出発だ。自分たちが出発したときのことを思い出すと、自然とニヤニヤと
してしまう。ずいぶん変わったよなって.....

この一年、たくさんのことを学んで、経験して、少なからぬ収穫があった。

昨日は、小学校時代の同窓会の幹事をした。思い起こせば卒業してもう５年だ。みんなすごく変わったよ。僕たち３２人も同級生っていえるよね。今度はいつ、みんなで集まっ
て、思い出を語り合うことができるのかな...みんな、元気かな？

第七期生の諸君、君たちも間もなく同じ道を歩んでいくんだ。不安でいっぱいの気持ちも時間とともに、懐かしい想いにかわっていくよ。実りある留学生活をおくれますよう
に！
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未来にむかって

2014.07.14

またまたのお久しぶり。そしてまた訪日と帰国の時期がきたね。あらためて時間がたつはやさをしみじみと感じちゃうよ。今年は2014年だもんね。2011年と12年からもう2年
も過ぎちゃったよ。友人たち、先生方、みんな元気かな？今や僕たち６期生も日本，中国，アメリカと世界各地に散らばっている。エール大学でリーダーたるべく学でいるやつ
もいれば、日本で留学生活を続けている男子たち、それに中国で日本に向かうべく準備をすすめている僕のような者たちも。

    今年の5月から瀋陽の武道館に通い始めているんだ。そこで1年以上はなれていた剣道をまた始めたんだ。稽古で沖縄の高校で着ていた胴着を身につけていると、必ずあの一
年間の思い出が脳裏をよぎっていく。それに武道館での練習を通じて知り合いがたくさん増えたよ。いろいろな経験もできたし、学んだことも少なくない。ちょうど先月、日本
から香田郡秀さんという八段の先生がいらして、北京で講演会をしたんだ。そこで昇段審査も行われたんだけど、自分も武道館の新人メンバーとしてみんなと一緒に講演会を聞
きに行ってきた。めったにない北京行の機会だったので、北京についてから倩倩さんと、やさしくてきさくで、カワイくカッコイイ後井先生に連絡をしてみたんだ。でもすごく
残念なことに、あまりにも突然の連絡だったから、結局はみんなには会えずじまいだった（今度はあらかじめ声をかけておくんだ！）倩倩さんは僕の剣道の稽古のことを聞いた
ら、僕が日本にいると思ってしまったらしい。またいろいろなことを思い出しちゃったよ。

    今週の金曜日には第８期生たちも中国に帰ってくるんだよね。1年間の日本での生活で、みんなの成長ぶりがすごく楽しみだよ。僕たちの学校からも3人行っているからね、
1年ぶりだ。はやく学校にもどってこいよ！

    9期生の面接試験のことだけど、なんでこんなに遅くなっちゃったのかな。まずはじめの推薦から、交流活動に至るまでみんなの一生懸命な準備の様子をみていると、当時の
自分も同じようだったのかな、なんて思っちゃうよ。話を戻すけど、先生方、第８期生たちももうすぐ帰国ですし、第９期生の発表はいつになるんでしょうか。選抜に参加して
いる当人たちだけじゃなく、なんだか僕まで落ち着かなくて，，，，，

    過去はもう過ぎ去ったことで、一人一人にとって未来こそがイチバン大事なことだ。あと三か月で、あの懐かしい場所に帰るんだ。11月10日，留学生统一試験。試験の日が
刻々と近づいて、緊張も日々高まってきている。でも学校のテストなんかもこなさなきゃいけないし、さすがに疲れ気味。でも日本に戻ることやみんなに会えるんだ、って思う
たびにまたやる気がわいてくる。あの時の約束を守るためにも、先生たちやみんなの期待を裏切らないためにもね。未来に向かって、やるぞ！

    みんな、そして先生方もまた日本で会いましょう！
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再開

2014.07.24

今日は第8期生たちと顔をあわせた。みんなこの一年間、いろいろ学んですごく変わったよ。遇総のかっこよさとか李桑の美しさなんて言うまでもないけどね。なによりみんな
すごく成長したと思う。一年がたって、自分の未来に対する展望がそれぞれ開けたんじゃないかな。未来に向かって、がんばれ！

卒業が控えているからかな、最近やたらといろいろなことを思い出すんだ。交流の時の情景が、ありありと目の前に浮かぶよ。今日８期生と会ったとき、なんだかずっと会って
いなかった友人にやっと会えたようなうれしい気持ちになったよ。あと2週間で学校を去るんだ。これからいちばんの思い出をつくるんだ。
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自分の努力

2014.07.28

あーあ、学校では他の学年のコたちはみんな帰省しちゃったよ。帰省したみんなは夏休みが始まったけど、自分たちは学校での最後の2週間が始まった。いつもとちがう学校中
にひと学年しかいない状態で授業を受けるなんて、毎年このときだけだよね。去年の最終日には見送ってもらえたけれど、今年は誰かに見送ってもらえるのかな。

ここのところ、瀋陽剣道協会の参画メンバーとして、がんばっているよ。

まず5月。学校の日本文化祭で正心館の仲間に会ったので。それから毎週、稽古に通っているんだ。技だけじゃなく精神も鍛えにね。リラックスするだけじゃなく、勉強のスト
レス解消やいろいろな人たちとも知り合えたよ。一番印象に残っているのはもちろん館長のことだ。この前会った瀋陽日本人教師会の会長さんや、学校の先生との話の中で、館
長の剣道を始めたきっかけや目標のことを知ったんだ（以下、大師匠ということで）。“自分が剣道を始めたきっかけは、年をとってかららでも出来るスポーツを、ということ
だった。はじめは剣道を習得出来たら、瀋陽に帰ってから道場を開いて生徒を集め、お金を儲けることもできると思っていた。”“でも今は、とっくにはじめの頃の思惑とは変わ
ってきた。ひとつにはそれは全く不可能なことだってわかったし、もうひとつの理由はたくさんの日本人の先生方との稽古を通じて、先生方の剣道に対する心構えが当初の自分
とは全く違うことが分かったからだ。今は、そしてこれからの目標として瀋陽でもっともっと多くに人に剣道を知ってもらって広まっていけばいいと思っている。そしていつか
自分が教えた弟子が、自分のような師匠から教えてもらったなって思い出してくれるだけで十分だ。”

話したことはたくさんあるけれど、一番印象に残っているのはこのことだ。大師匠の初志はこんなにも具体的で、しかも今なお夢の実現のために奮闘していらっしゃる。自分が
この剣道場に通い出したのは最近だけれど、大師匠がこの剣道場のためにがんばっていらっしゃることははっきりとわかる。

もし剣道協会の設立が実現するならば、自分は一人の学生として大師匠の夢の実現のためにどんな手助けができるのかってずっと考えている。幸いなことに道場の中心メンバー
の一人に選んでもらえているので、このあいだ雑談の中で、経験はまだまだ少ないけれど、自分の考えを話すことが出来た。今は稽古も、もちろんがんばっているけれど、道場
の未来のためにも尽力したいと思っている。

二番目に、その時の雑談の中で、ある人が“剣道を始めたきっかけは中日両国の友好のためだ。なぜかと言うと、日本文化は深淵で剣道というこのスポーツの中に日本特有の礼
儀や文化が根付いているからだ。あるスポーツを学ぶという事は、その特有の文化を学ぶという事とも切り離せない。それに周りの人々にも伝えたいというのならば、まずは自
分の目標を高く持ち、自分が日本を理解し日本に学び、自己の努力を通じて周りの人たちに日本を理解してもらんだと。真の理解失くして誤解は避けられないし、さらに友情も
深まるんだ。”

さらに長い意見を聞き終えた後、深く感じるものがあった。まず身近なことから始め、両国の友情を深めていく。これこそが自分のかなえたい夢ではないのか。

この前、道場の先輩が意見を話してくれた。遣唐使をテーマにした文化祭を開催し、両国の友情をふかめ交流をするのはどうかと。その意見を聞いてから、自分も国際交流の先
生方と連絡をとるようにがんばっている。一つの翻訳にすぎないけれど、自分にできるせいいっぱいのことをがんばっている。時には自分にも語りかけ、今はこんな形でしかで
きることはないけれど、でもこれから、もっと素晴らしいことが出来るんだと信じている。

 

剣道のおかげで人間関係もひろがった。そして考え方もかわって人生の視野もひろがった。

これからも、ずっと頑張っていくんだ。大師匠の夢の実現の手助けをし、両国の友好のために貢献していきたい。

徐　金鵬さんの日記



カウントダウン

2014.08.21

あとひと月で夢にまでみた場所に戻ることが出来る。日本。自分にとってそこは本当に特別な場所なんだ。

ここのところけっこう忙しい。まずは車の教習。以前、日本で免許をとるのはとてもお金がかかるって聞いたから、まずは中国でとっておいて、日本に行ってからあらためて試
験を受ければいいかなと。この前の教習の時、そばにいた人がたまたまこの話題について話していたんだ。まあ思った通り、それは誤解だって内容も多々あった。中国ではまだ
こんなにもたくさんの人が日本についてよく知らないんだよ。でもさ、僕が説明してあげたら、そうなんだ！ってカンジでいろいろ理解してもらえたのはホント、よかったよ。

それにさ、出発まであとひと月だなって思うたびに不安な気持ちも湧き上がってくる。こんなんで出発できるのかな？

ふと日本から中国に帰国するときのカウントダウンを思い出したんだ。一日一日が本当に貴重に思えて、あの時の気持ちって今思い出しても胸が熱くなるよ。

日本から帰ってきてからの２年間、自分はどう過ごしてきたのか？これは最近、しょっちゅう自分に問いかけていること。高校２年生、帰国後の高揚感もあって、ささやかなが
ら学校にも貢献をしようと燃えていた。３年の１年間は、前半はまだ２年生の時の情熱も残っていたけれど、後半年は毎週ごとの模擬試験に追われていた。この２年間のことを
思い返すとたくさんの収穫があったと思うよ。勉強でも気持ちの上でもね。自分から勉強をするという事を意識し始め、周りも少しずつ変わっていった。自分でもだんだんと減
ってきていると思うよ。以前の・・・・・は。これって自分に正直ってこと？それとも子供っぽい？

こんなことを考えていたら、やっぱりセンターの先生方のあの一年間のご恩に感謝をせずにはいられない。違った風景にであえて、今までになかった感情も味わえた。

あとひと月。未来に向けて、準備ＯＫだ！

徐　金鵬さんの日記



なんでだろう

2014.08.29

   今日後井先生からのお知らせを読んだ——8期生が無事帰国したという動画だ。先生がこのプログラムの未来についていろいろ考えていらっしゃるのを読んで、僕もちょっと
いろいろ考えてしまった。

   一つのプログラムを続けていくためにはその期ごとに、それぞれ違う人による努力が必要だ。もう今年で八年。この八年の間に交流センターの方々は一体どれほど学生に日本
へ渡るチャンスを与えてあげただろう。そしてまさにこのチャンスがあったからこそ、たくさんの優秀な人材が輩出されたのだ。日本での一年間、僕たちが学んだのは日本語
や、日本に対する知識といった、表面上のものだけではない。まだ若く、世界観がしっかりと確率していない時期に、自分たちの目で実際に日本の文化を見て触れることができ
るため、他の人から伝え聞いた「日本」ではなく、自らの目で見た自分たちの中の日本観をもつことができるのだ。そういえば誰かがこう言っていた。世界を見たこともないの
に、どうやって世界観が確立するのか、と。この一年間は必ず誰しもが経験出来るものではない。確かに今の中国では裕福な家庭も増えてきているけれど、物理的に裕福になっ
ても、精神的な部分の形成がやはり一番大切だと僕は思う。このために交流センターの先生方がこの一年間様々な手助けをして下さったこと、本当に心から感謝しております。
一年また一年、一期また一期、たくさんの学生を送り出して、その学生たちが大きくなっていくのを見守って。そうしてずっと僕たちを支えてくれた先生方の想いを、僕たちは
決して忘れません。

   このプログラムにおける楽しみはなんだろう？もちろんこのサイトと日記を読むことだけではないはずだ。今でも僕はたまにサイトをのぞいて、みんなの日記を読んで、みん
なの日本での暮らしを想像しながら、かつて自分が日本にいたときの楽しかった時期のことを思い出したりしている。けれど、こっちに帰ってきてから、僕たちは否が応でも
日々の勉強の波にのまれなければならない。僕たちは学年も違えば、地域も違う。けれど一つだけ共通点がある。それは僕たちは皆自分の夢に向かって絶えず努力しているとい
うことだ。今の僕たちはもしかしたらあの頃のような情熱もなければ、あの頃のように大きな夢を語ることもしなくなったかもしれない。けれど僕たちは同時に気付いているん
だ。情熱は時間が落ち着かせてくれて、夢は語るよりも行動によって実践されていくのだということを。今僕たちはあの頃のように言葉にするだけではなく、皆自分なりの努力
をして前に進んでいるんだ。

   この言葉はみんなも聞き慣れていると思う“少年中国”少年乃国の根本として、あの一年間のことを思い出す度、時間の流れに感慨を覚えるだけではなく、それと同時に、交流
事業の大変さも身をもって感じるのだ。だって彼らはその成果が見えないのだから。十年先も、二十年先も。僕たちだって必ずしも何かしら大きな結果を出すわけではない。け
れど僕たちはどんなときだってふと思い出すのだ。僕たちはかつて学生時代に、幸運にも日本で勉強する機会を得ることができた、そして日本を理解することができた。この一
年間の留学生活は僕の人生にとって本当に大事な意味を持っているのだ。そしてあの予測不可能な未来に対しては、僕はこう言いたい。僕たちはもう道の途中なのだ。成功はも
う遠くない先にある。

徐　金鵬さんの日記



3年の約束

2015.01.24

もう三年になります。お久しぶりです。今日は幸運なことに第9期の皆さんと先生方に会うことができました。伝えたいことがたくさんあったのですが、僕自身の問題で言うこ
とができなかったので、僕の準備したものをここに発表させて頂きます。

徐　金鵬さんの日記



僕の感想

2015.01.24

皆さんこんにちは。私は交流センター第六期の交流生、徐金鹏です。遼寧省瀋陽出身で、今は京都の語学学校で大学受験の準備をしています。今日は幸運にも皆さんに会いに来
ることができました。

    まずは、ようこそ、交流センターという名のファミリーへ。交流センターはとても大きく暖かなファミリーです。優秀な仲間や友達と、優しく責任感の強い先生方がいま
す。皆さん、隣のかつて他人だった人が今はもう親友になっていることと思います。まだ半年しか経っていませんが、その友情は、皆さんの六年間の同窓の友情と同じくらいに
大切なものです。 皆さんは幸せです。異国の地でありながら、周りにはあなたと生活の喜怒哀楽を分かち合えるたくさんの仲間がいる。「朋有り遠方より来たる、亦た楽しか
らずや」。皆さん祖国の様々な地からやって来て、今日本の様々な地で学習生活を送っています。このような得難い友情をどうか心に刻んで下さい。半年や一年だけではなく、
遠い未来も、皆さんはきっと共に歩き続けます。僕も当時の戦友たちと連絡を取り続けています。僕らは今世界各地に分かれていますが、ここで生まれた友情は距離の長さで薄
れるものではなく、時間の経過と共により一層尊いものになっていくものです。

皆さんは幸せです。こんなに若いうちに、自分の目で広い世界を見ることができています。この一年の経験は、皆さんの今後の勉強にも生活にも必ず大きな助けとなるはずで
す。こんな言葉があります。きっと皆さんも聞いたことがあると思いますが。「世界を見たことがない人間が、どうして世界観を語れるのか」と。皆さんは今学ぶのに最も適し
た年齢です。自身の色々なものがまだ形になっていないでしょうし、とても不安定な時期でもあります。ですが、多くの可能性を秘めています。この一年の体験と経験により、
皆さんはこれまでとは違った世界観を持つことになるでしょう。いずれにせよ、皆さんの世界観の形成に大きな助けとなるはずです。

生まれて初めて「勝ち取った」ものが今回の機会だという人も多いでしょう。そう、「勝ち取った」のだという事を忘れないで下さい。皆さんはきっとたくさんの時間をかけて
準備をし、何度も何度も練習をして、ようやくここに集まることができたと思います。ですが、半年を経て、今皆さんは当時の一つひとつの出来事をつぶさに覚えていますか？
当初来日した時の目的は何であったか、皆さんは覚えていますか？見知らぬ国に着いたばかりの頃は、全てのことが目新しく、面白かったでしょう。皆さんが学び、成長してい
くと同時に経験した困難は他人には分からないものですし、陰で流した汗と涙はあなたにしか分からないものかもしれません。ですが、覚えていて下さい。味わった苦労と費や
した努力は、絶対に無駄になりません。一年後にあなたが得るものは、あなたが今日費やしたものをはるかに超えるものです。初心を忘れないということは言うほど簡単なこと
ではありません。生活における多すぎる困難は、私達の意志を磨いてくれもしますが、同時に多くのものを失わせます。この時、もしあなたが初心を失ってしまえば、向かう方
向も見失ってしまいます。生活がどんなに困難でも、あなたがあなたの向かうべき方向を見失わなければ、どんなに長い道のりも、美しく有意義なものに変わっていきます。

次に、計画について話したいと思います。今の皆さんの様子をみて、僕も当時の留学生活のたくさんのことを思い出しました。半年を過ごして、皆さんはどう感じていますか。
初めて親元を離れて生活するという経験はきっと印象深いでしょう。一人ひとり異なる経験があって、異なる収穫があったと思います。では、次の半年に、皆さんは何をする予
定でしょうか。これまでの半年を語るとすれば、適応、勉強、習慣、成長の半年だったと思います。次の半年は、見せ、行動する半年になるはずです。どんなことでも継続が宝
です。素晴らしい開始だったからといって、終わりも美しいとは限りません。行動をしなければ、どんなに多彩な生活を夢見ても、平淡なものしか得られないでしょう。

来日前に自分の生活について何かしら計画を立ててきたと思いますが、今どのくらい達成されているでしょうか。中間研修は皆さんが一旦これまでの総括をする時間です。「車
が山の前に着けば必ず道がある（なるようになる）」という気持ちでいることはお勧めしません。なぜ出発前にgoogleマップで計画を練らないのですか。合理的な計画があれ
ば、少ない労力で倍の成果が得られるのです。これは半年の生活のことについてだけではなくて、全てのことに通じることだと思います。「自分で何をすべきか分からない時

間」は、時間の無駄です。部活を変えてみるでもいい、新しい友達を増やすでもいい、何かのイベントに参加するでもいい。自分に合った目標を自分に与えて、合理的な計画を

立てれば、次の半年の生活はきっと素晴らしいものになると思います。

目標の話が出たので、次は「挫けずやり遂げる」ということについて。何かをやり遂げるには、固い意志だけでなく、勇気も必要です。挫折をする度に削られるのは、僕たちの
気勢だけではありません。僕たちの勇気も同じように削られていきます。多くの人は困難に直面した時、理解しすぎるからこそやり通す勇気を失ってしまいます。それはとても
勿体ないことです。「挫けない」「やり遂げる」に関するの話は皆さんたくさん耳にしているでしょうから、僕も多くは語りません。ただ、皆さんの勇敢な姿を見ることを楽し
みにしています。

未来に対し、皆さん多くの迷いがあると思います。当時の僕も皆さんと同じ悩みがありました。一年の留学生活の後、僕は答えを見つけられませんでしたが、一つ分かり始めた
ことは、何があっても歩き続けなければならない、ということです。未来がどうなるかは、全て今どれだけのものを累積できるかにかかっています。今やっている全てのこと
は、未来のための準備です。ですから、未来がどうだとか、どのような未来を選択すべきかなどと心配する必要はありません。見えない未来より、今をしっかり見てください。
今皆さんに最も必要な三つのことは何だと思いますか？今の僕の考えでは、それは、人生観と、価値観と、世界観です。正しい三つの観点を見つけられれば、美しい未来は遠く
ありません。

これまでの話を踏まえ、皆さんに聞きたいことがあります。今回の交流活動の意義は何でしょうか？きっと皆さんの心の中にはもう自分なりの答えがあると思います。交流事業
は長期的事業です。大量の投入をしても短期間で報われるものではありません。この事業を行うには普通とは違う視野と心が必要です。多くの先生方が、この事業のために多く
のものを捧げていらっしゃいます。感謝の気持ちを述べずにはいられません。今の僕たちには何かをできる力はないかもしれません。ですが、どうか皆さんこの責任の重要性を
忘れないで下さい。一年が終わった後、民さんは祖国の各地で、自分の人生を続けるでしょうし、しばらくすれば世界各地で大学生活を始めるでしょう。大切なことは、皆さん
がその志を保つことです。日本の友人達との連絡を絶やさないで下さい。若者は未来の懸け橋を担わなければなりません。報恩の心を忘れないでください。心連心を単なるスロ
ーガンにしないでください。交流事業に関心を寄せるあなたの心を隠さないでください。その心があれば、一人ではどんなに小さな力だとしても、合わせることで崩れることの
ない屈強な橋になります。この事業に尽くす方々に、辛いな、報われないなと思わせることがないように。皆さんが作る未来こそが、先生方の継続の動力になるのです。

話が長くなりましたが、最後にもう一度皆さんに言わせて下さい。今回、皆さんは中国の代表として交流に来ているのだということを、決して忘れないで下さい。他国の文化と
礼儀を学ぶと同時に、自分の言動にも十分注意して下さい。この面で決して油断はしないで下さい。今後どんな変化や挑戦があるかは誰にも分かりませんが、変わらぬ情熱と態
度で、変わっていく生活に対峙して下さい。最も速い時間で変化に適応するのも能力の一つです。

最後に、次の半年の間に、皆さんがより多くの友情と成長を得られるよう、祈ります。

徐　金鵬さんの日記





僕の経験

2015.01.24

それでは、あの一年の間で特に印象深かったいくつかの出来事を皆さんに紹介します。p>

日本で誕生日を迎えた人はいますか？僕が一番感動した出来事は僕の誕生日です。元々は、もうすぐ誕生日だな、でも外国にいるし今年の誕生日はまあいいか、と思っていまし
た。9月3日に僕の交流地である沖縄に到着し、5日から学校に通い始めたのですが、初めの頃の生活は 何も特別なことはありませんでした。ただただ絶え間ない質問の中で過
ごし、夜は基本的には寮で一人で本を読んだり、荷物の整理をしたり。僕の誕生日は九月の初めにあり、誕生日当日も、朝から晩まで何事もなく過ぎていきました。夜にお風呂
からあがり、いつもと同じように寝室に戻りました。僕の寮では、自習をする人のために休憩のチャイムが鳴るようになっています。あの日の夜、同級生が一人僕のところへや
って来ましたが、習慣のことだとか、中国のことだとか、生活に問題はないかなど、しばらく話し、チャイムが鳴る前に帰っていきました。その時の僕は、自分一人で自分のお
祝いをする気にもなれず、その日が誕生日だということをほとんど忘れていました。僕が次に何をするかななどと考えていると、ドアがノックされました。そして、ドアを開け
た瞬間、僕は固まりました。僕と同じ学年の男子全員がドアの外に立って、僕の名前の書かれたケーキを手に持っていたのです。今日が自分の誕生日だと思い出した瞬間、泣き
そうになりました。皆が部屋に入ると、いつもはガランとしている部屋が、人でいっぱいのとても賑やかな部屋に変わりました。皆に誕生日の歌を歌ってもらうという感覚は、
本当に幸せなものでした。誕生日会がこんなに美しいものだと思ったのはその日が初めてでした。心の底から彼らに感謝しましたが、うまく言葉で伝えることができず、ジュー
スでの乾杯時に、「これから、よろしくお願いします」と挨拶をしました。この時、僕は必ず皆と親友になろうと心に決めました。到着して一週間しか経っておらず、皆の名前
も覚えきれていないのに、こんなにも大きなプレゼントをもらって。申し訳ないと思いました。いつも恥ずかしがって皆と交流できていなかった僕が、あの日は23時まで皆と
笑い語り合いました。解散時にも話が尽きないほどに。心も変化したのか、緊張感も次第に薄れ、それ以来、皆に対して人見知りをすることがなくなりました。会えば挨拶を
し、一緒に登下校し、寮の活動などにも参加するようになったのです。

あの日もらったプレゼントは、ケーキやお菓子だけではなく、一番は皆の優しさと心だったと思います。ここに来てたった一週間の外国人のために誕生会を開くだなんて。言葉
による多くの交流ではなく、行動で自分の心を表し、その友情をずっと保ち続ける。今思うと、先生方の言う心連心とはこういうことなのでしょう。

あの誕生日は僕の一番暖かな思い出です。

 

次に、クラスメートとの出来事を皆さんに紹介したいと思います。多くの学校はまだ学園祭を開催していないでしょう。あれは本当に面白いですよ。皆さんアニメの中でたくさ
んの屋台にたくさんの人が往来する様子をよく目にすると思います。でも、実際に自分が参加してみると、感じ方がまた違います。僕の学校の学園祭は六月に行われました。六
月に入ると、明らかに周りの話題に学園祭のことが混じり始めます。このような雰囲気の中、人生初の学園祭への期待はどんどん高まっていきました。ある日、先生が開催日を
発表すると、クラス中が沸き立ちました。激しい話し合いと投票の結果、最終的にアイスクリームを作る模擬店に決定しました。あの一週間は、材料や設備の用意のためにとて
も忙しかったのを覚えています。授業が終わる度に全員で集まって次の予定を話し合いました。途中ちょっとしたエピソードも。クラスの男子がメイドも出そうと提案したので
す。皆さん、興奮しないで下さい。メイドと言っても、男子がやるんです。聞いた時はとにかく驚きました。僕はたしか賛成票は入れなかったと思います。勇気が足りず。です
が圧倒的多数で結局採用されてしまいました。メイド服は自分達で作成することに。しかも一枚の布から。こうして毎日放課後に家庭科教室でメイド服を作る生活が始まりまし
た。それぞれ役割分担をして、僕はアイロン係に決定しました。服が出来上がるのにかかる時間は、僕の予想よりずっと短く、二日でメイド服が一着完成しました。この服を着
るのかと思うとぞっとしましたが…。しかし服作りも最終段階ということころで、最悪の報せが。突然学校側が男子のスカート着用に反対しだしたのです。この報せを聞いた時
に僕が思ったことは、恥ずかしい思いをしなくて済んでよかった、というものでなく、皆がこんなに努力をしたのに、なぜ取消になんてできるんだ、というものでした。その日
の午後、クラス全員でディベートの試合のように激しい討論をしました。あのような団結は普段なかなか見られるものではありません。何度も学校側と話し合い、最終的に得ら
れた結果はやはり女子がメイドをやる、というものでした。学園祭前日は、朝からテントの準備、運搬、設置、設備の移動を行い、いつの間にか一日が過ぎていました。寮に戻
ると考えはただ一つ。眠りたい。部活と変わらないほどの運動量でした。ですが、クラスメートと共に何かに一生懸命に取り組んでいる時、本当に皆と一緒にいるのだなという
実感がわいてきます。同じ目標のために共に努力し、自分がどんなに疲れてもクラスのためにと思える感覚は本当に素晴らしいものです。中国では、「クラス」という単位でこ
んなに長い時間頑張ったことはありませんでした。最後は、費やした労力を超える収穫を得られ、終わった時に皆の顔に浮かんでいたのは、喜びとそして名残惜しさでした。

学園祭は僕の一番楽しい思い出です。

 

暖かいことと、楽しいことを話したので、次は辛いことについて話しましょう。皆さんは高1か高3ですよね。皆さんは先輩との関係はどうですか。皆さんも知っての通り、日
本では先輩は神と同じ存在です。僕は幸運にもたくさんの良き先輩に出会うことができました。学校では部活以外で先輩と接する機会はほとんどありませんが、寮は違います。
毎日顔を合わせますし、自然と会話も多くなります。外国人である僕は時々タメ口が出てしまいます。理論上、それは先輩の怒りを買っても仕方のないことなのですが、僕の先
輩達はそんな時も笑って済ましてくれるのです。夕食の後、食堂の入り口にたくさんの人が集まって毎日話をするのですが、僕はこの時にたくさんの先輩と知り合いました。と
ても優しくてとても面白い先輩達。軽い冗談を言い合ったりもしました。会話以外の寮での一大娯楽活動はバレーボールです。先輩達が参加すると少し緊張は走りますが、とて
も楽しいのです。皆さん、これのどこが辛いんだと思っていますよね。僕がここに来た時、先輩達はもう三年生で、受験勉強を始めなければならない時期でした。短い時間でし
たが、とても楽しかった。先輩達が卒業するという話を聞いた時、僕は日本で初めて別れの痛みを感じました。寮の卒業パーティの時、僕はこう思いました。お別れするのは先
輩ではなく、僕の親友達なんだ、と。自分の予想をはるかに上回る悲しみでした。後輩達の泣き顔を見て、先輩達は笑いながら、また会えるよと言っていました。楽しい生活の
中で、別れを迎える心の準備はできていませんでした。別れとは苦しく、そして避けられないものです。当時の僕はただただ悲しみの中にいて、再会できる喜びにまで思いを馳
せることはできませんでした。たったの数ヶ月でも、先輩達との友情はとても特殊なもので、別れは本当に辛い出来事でした。

先輩達とだけでなく、先生の変更や、クラス換え、そして最後のお別れと、一年の間に数回の別れを経験しましたが、どれもとても辛い思い出です。ですが、これらの感情の洗
礼を受けたおかげで、心も大きく変化し、今では自分の気持ちをすぐに調整できるようになりました。ホームシックや、友達との別れや、悩み等、たくさん悲しい思いをします
し、どれも避けられないものですが、次の生活に引きずってはならない、ここが頑張りどころだ、と自分に言い聞かせています。苦しみの中から抜け出してこそ、心は強くなっ
ていくのだと思います。

 

 

徐　金鵬さんの日記





あけましておめでとう

2015.02.20

交流センターの先生方、そして共に頑張る仲間のみんな、あけましておめでとうございます！どうかみなさんにとって素敵な一年になりますように。そしてこれからも順風満帆
な毎日を送れますように。

徐　金鵬さんの日記



再び旅立ちます

2015.03.02

二月二十七日、午後。今年私の最後の受験、京都大学物理工学科の面接が終わった。ちょっと緊張して、想像よりうまくいかなかったかな。でも、全て、終わりだ。

今まで、十三年間、人生の一段落として、しばらく終わりました、素晴らしいとは言えないが。まあまあ、自分とって、想像がつかない変化があった。普通の小学校から育才外
国語に進学して、二年生に一組に入って、三年間、素晴らしい仲間と知り合って、いろいろ、運がいいと思うしかない。

一番感謝することは、交流することだ、一年間たくさん勉強して、たくさん教えてくれて、先生たち、どうもありがとうございます。本当に先生たちのおかげで、金鵬は今の状
態になった。いつも、一年間のことを思い出した時、感動する気持ちは溢れてる。残念ながら、その時の私は、若くて、何もわからなかった。今たくさんやりたかったことがあ
る。後井先生が言った、後悔がないように。交流だけではなく、今までの生活にも、すっと、後悔がないように頑張っているんだ。

成長しながら、勉強する時期はもうすぐ終わる、大学生活でもっともっと、積極的に過ごしなきゃ。大学で勉強するべきことは、知識と技術だけではなく、人生に対する能力と
心も大事だ。

これから、今まで手に入れたことを持って、再び、人生に旅立ちます！

これは日本語で投稿されたものです

徐　金鵬さんの日記



卒業式

2015.03.02

昨日は私が通った、開邦高校27期生の卒業式だった。２７期生、私の後輩だった、今は同じ時期に入学する状況になった、面白いことだよね。皆さん、卒業、おめでとう。こ
れから、一緒に頑張りましょう！

これは日本語で投稿されたものです

徐　金鵬さんの日記



终于可以了

2015.07.21

やっとログインできました。長く使っていなかったので、自分のIDとパスワードを忘れてしまいました。それはいけないことですね。自分も大変恥ずかしく思っています。豊川
先生のおかげで、無事にログインできるようになり、ありがとうございました。

あっという間に、第9期のみんなはもう帰っていきました。試験があったから卒業式に出席できなくてとても残念に思っています。当時の自分が覚えた感動や心得を振り返って
みたかったです。

また一年間過ぎましたね、交流センターの先生方は本当にお疲れ様でした。先生方のおかげで、私たちは今日のように成長を遂げることができたのです。

なんだか大阪での中間研修はまだ昨日のことのようにも思えますが、みなさんはもう成長を遂げ、成果を実らせ帰っていって、新しい生活を始めています。光陰矢の如しと感嘆
して言わざるをえないですね。

これ以上感慨を零す余裕はそれほどありません、まだ期末試験がありますからね。大学の一年目は、計画通りに順調に運ぶことができず、あるいは理想状態に達していないと言
うべきかな。期末試験に向けて、やはり全力をあげて頑張らなければならないです。最後に、第9期のみなさんはこれから何もかも順調であるよう祝福します。それに、交流事
業の発展へも関心を寄せてくださいね。そして、先生方はご健康であるよう・万事順調にお過ごしできるようお祈りします。

真的很谢谢你们，一年来，你们辛苦了

徐　金鵬さんの日記
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